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なし

款

針路 01
令和 8年度 分野施策 0101

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

9,11
9-1,11-7,11-c

　ＤＸ等による社会変革を考慮した県庁舎の再整備につ
いて様々な角度から検討を行う。

　県庁舎再整備検討事業　39,237千円

（１）事業内容
　　　ア　将来の業務の在り方、新たな職員の働き方に関する検討
　　　　　本庁の業務について、ＤＸ等の社会変革や他自治体・民間企業の先進事例、本県のＤＸの取組状況、本県職
　　　　員へのヒアリングなどを踏まえ、将来の在り方や職員の働き方を検討する。
　　　　　また、業務特性に応じた執務スペースの在り方、規模について検討する。
　　　イ　県庁舎再整備検討委員会及び県庁舎再整備専門家会議の運営
　　　　　上記会議に係る資料作成、講師調整などの行い、円滑な会議運営を行う。
　　　ウ　その他、県庁舎の在るべき姿に係る項目の検討
　　　　　令和3～5年度に行った県庁舎の在るべき姿に係る各項目について、本県の実情やＤＸなど各分野の取組状況
　　　　を職員へのヒアリング通じて反映の上、改めて整理する。
　　　エ　その他、再整備に関する検討の支援

（２）事業計画
　　　　上記事業内容を踏まえた県庁舎再整備に係る検討を引き続き実施する。

（３）事業効果
　　　　ＤＸ等による社会変革を考慮した県庁舎の再整備について様々な角度から検討を行うことができる。

　　【活動指標（アウトプット）】
　　　・民間コンサルの専門的知識を活用することで、ＤＸの進展等による社会変革を見据えた県庁舎再整備の検討を実
　　　施できる。
　　【成果指標（アウトカム）】
　　　・本事業により詳細かつ丁寧な検討を積み重ね、それを踏まえて県庁舎再整備の方針を決定することができる。

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
普通交付税（包括算定経費）
（区分）総務費（細目）財産管理費（細節）財産管理費
（積算内容）公有財産の管理、営繕

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
（１）人件費　9,500千円×4人＝38,000千円
（２）なし

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 39,237

前年額 16,300 16,300

― 総務部 26 ―

災害・危機に強い埼玉の構築

39,237 22,937

危機管理・防災体制の再構築



 

事業名

単位事業名 予算額 39,237千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 39,237 23,137

合計 39,237 23,137

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 39,237 23,137 検討業務委託料

合計 39,237 23,137

事業内訳書

県庁舎再整備検討事業費

県庁舎再整備検討事業費

主な内容

主な内容


